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アンケート調査の結果概要

（市外高校通学）
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●調査概要
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●市民（18歳以上）アンケート調査の概要
【調査目的】
・幅広い世代の市民の意識を計画に反映するため
・まちづくりの満足度・重要度や世代を超えて共通する価値観、安芸高田市の将来の方向性などを把握
【調査対象】
・市内に居住する18歳以上の方が対象
【調査方法】
・住民基本台帳から無作為抽出し、郵送配布・回収
※調査票はWEB回答（QRコードを付与）を推奨とし、紙回答も可
【調査時期】
・令和6（2024）年12月・令和7（2025）年1月

●中学生アンケート調査の概要
【調査目的】
・次世代を担う子どもたちの意見を計画に反映するため
・高校卒業後、一度市外に出ても戻ってきたくなる、住み続けたい安芸高田市の将来の方向性などを把握
【調査対象】
・市内の中学校に通学する学生が対象
【調査方法】
・中学校経由により、アンケート調査票（WEB）を中学生に配布・回収
【調査時期】
・令和6（2024）年12月

●高校生アンケート調査の概要
【調査目的】
・次世代を担う子どもたちの意見を計画に反映するため
・高校卒業後、一度市外に出ても戻ってきたくなる、住み続けたい安芸高田市の将来の方向性などを把握
【調査対象】
・①市内の高校に通学する学生、②市外の高校に通学する学生（市内居住）が対象
【調査方法】
・①は高校経由により、アンケート調査票（WEB）を高校生に配布・回収
・②は市民アンケート調査の付帯調査として、配布・回収
【調査時期】
・①は令和6（2024）年12月・令和7（2025）年1月
・②は令和7（2025）年2月



●回収数 市外の高校に通学する学生
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・回収数は以下のとおりです。（WEB回答の14サンプルが未反映）

■回収数

（単位：人） 全学年

市外通学者（全体） 74
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23.8 

23.8 

19.0 

9.5 

9.5 

9.5 

4.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

大学（文系）へ進学

大学（理系）へ進学

まだわからない

安芸高田市内で就職

安芸高田市外で就職

専門学校への進学

安芸高田市内で家業の手伝い

短期大学へ進学

やりたい事の実現に向けて起業

その他

●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （１）高校卒業後の進路
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・高校卒業後は、約70％（まだわからない、安芸高田市内で就職、やりたい事の実現に向けて起業、その他を除く割合）の高
校生が安芸高田市外に転出する可能性が高いです。

問：あなたが現時点で考えている（又は決まっている）高校卒業後の進路について教えてください。【〇は１つ】

N=21
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23.5 

11.8 

11.8 

11.8 

11.8 

5.9 

5.9 

5.9 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

まだわからない

情報・通信・IT

航空・船舶・運輸業

医療

観光・旅行・ホテル

農林漁業

動物・ペット

理容・美容・ファッション

飲食業・販売業

建築・土木・建設

工業・製造業

金融・証券・保険

福祉・介護

教育・保育

学術・研究・芸術

スポーツ

報道・芸能・広告

公務員

専門職系（弁護士・会計士等）

起業（業種は未決定）

その他

●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （２）今後就きたい職業
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・「まだわからない」と回答する学生が最も多いです。
・「情報」・「航空」・「医療」・「観光」等の職業への興味が高い傾向があります。

問：あなたは今後どのような職業に就きたいか教えてください。【〇は１つ】

N=21
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26.3 

26.3 

10.5 

10.5 

5.3 

5.3 

5.3 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

母親

特にいない

担任の先生

友人

父親

兄姉

その他の親戚

進路指導の先生

祖父・祖母

小学校時代の先生

塾・予備校の先生

その他の先生

先輩

その他

●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （３）進路を考える上での相談相手
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・高校生が進路を考える上で、最も相談する人は「母親」と回答する学生が最も多く、「特にいない」と回答する学生と同じ
割合となっています。

問：あなたが進路を考える上で、最も相談する人を教えてください。【〇は１つ】

N=19
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39.3 

75.0 

46.4 

60.7 

3.6 

7.1 

17.9 

7.1 

28.6 

17.9 

25.0 

39.3 

7.1 

7.1 

14.3 

3.6 

28.6 

25.0 

25.0 

10.7 

7.1 

28.6 

35.7 

21.4 

3.6 

10.7 

3.6 

21.4 

17.9 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

人の期待に応えられているとき

自分を大切に思ってくれる人たちがいるとき

他者との親しい関係を維持できているとき

自分らしく行動できているとき

親が勉強の面白さを教えてくれるとき

親が勉強で悩んだときに相談にのってくれるとき

親がテストの結果が悪くても努力したことを認めてくれるとき

親が学校の人間関係に悩んでいるときに相談にのってくれるとき

家族で普段とは違う余暇を楽しめたとき

友人等とカフェで交流しているとき

友人等と公園で交流しているとき

趣味が同じ人が集まるコミュニティに参加しているとき

先生が勉強の面白さを教えてくれるとき

先生が勉強で悩んだときに相談にのってくれるとき

先生がテストの結果が悪くても努力したことを認めてくれるとき

先生が学校の人間関係に悩んでいるときに相談にのってくれるとき

学校の授業が楽しいとき

部活動で良い成果を出せたとき

学校に自分の居場所があると感じれるとき

学校が自分のチャレンジを応援してくれるとき

地域活動、ボランティアに参加しているとき

祭りやイベントで地域がにぎわっているとき

地域に気軽に話ができる人がいるとき

神楽を楽しんでいるとき

市の偉人として毛利元就が紹介されたとき

サンフレッチェ広島が試合に勝ったとき

安芸高田わくながハンドボールクラブが試合に勝ったとき

安芸高田市の名前が新聞・ニュースに取り上げられたとき

市外で安芸高田市に愛着を持っている人と出会ったとき

その他

●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （４）学生が幸せを感じるとき
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・高校生が幸せに感じるときは、個人レベルの因子の回答割合が高く、次いで、地域レベルの因子（特に気軽に話ができる
人）、友人レベルの因子（特に趣味が同じ人のコミュニティ）の回答割合が高い傾向にあります。

問：あなたはどんな時に幸せだと感じますか。【〇はいくつでも可】

個人

家族

先生

学校

地域

市町村

広域

友人

N=28
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●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （５）地域への愛着の因子 １）分析手法
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私はサンフレッチェの試合を見るのが好きである。

私は安芸高田わくながハンドボールクラブの試合を見るのが好きである。

私は毛利元就の歴史について詳しい。

私は安芸高田神楽について詳しい。

私は地元企業の方(親・親戚以外)がどんな想いで頑張っているか詳しい。

私は地元企業の方(親・親戚以外)の話を聞きたい。

私は地元農家の方(親・親戚以外)がどんな想いで頑張っているか詳しい。

私は複数の地元農家の方(親・親戚以外)の話を聞きたい。

私は土師ダムのような自然が好きである。

私は中心部のまちなみと郊外部の田園風景が好きである。

私は安芸高田市の特産品について詳しい。

私は安芸高田市の新たな特産品のアイデアがある。

私は神楽門前湯治村が好きである。

私は道の駅(三矢の里あきたかた・北の関宿安芸高田)が好きである。

私は家族以外の地域の住民と話をする機会がある。

私は安芸高田市で活躍している人のことに詳しい。

拠点施設

コミュニケーション

因子

スポーツ

歴史・文化

地元企業

農業

原風景

特産品

●クロス集計
・地域への愛着と関連のある各因子の選択肢別（※1）
に地域愛着の平均値（※2）を算出し、地域への愛着
と関連のある因子を可視化します。

※1：あてはまる、どちらとも言えない、あてはまらない
※2：5段階評価を点数化して、平均値を算出

非常にあてはまる：2点
ある程度あてはまる：1点
どちらとも言えない：0点
あまりあてはまらない：-1点
全くあてはまらない：-2点

●相関係数
・2指標間の関連性を統計的に数値化して、地域への
愛着と関連のある因子を定量的に特定します。

表：地域への愛着と関連のある因子

表：相関係数の値と解釈

相関係数（絶対値） 関連の強さ

0.7-1.0 強い相関がある

0.4-0.7 やや相関がある

0.2-0.4 弱い相関がある

0.0-0.2 ほとんど相関がない
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●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （５）地域への愛着の因子 ２）クロス集計
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確報版で追加



●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （５）地域への愛着の因子 ３）相関関係 資料５－３

確報版で追加



18.3 

12.7 

11.3 

11.3 

11.3 

8.5 

5.6 

5.6 

5.6 

4.2 

2.8 

1.4 

1.4 

0% 5% 10% 15% 20%

公共交通を活用した広島市への移動利便性が確保されたまち

市外の人に安芸高田市を誇れるまち

スポーツチームとの交流が増えて、スポーツが楽しめるまち

若者の価値観やチャレンジを応援するまち

災害に強く、医療・福祉環境も整い、安全・安心に暮らせるまち

人種・年齢・性別・能力・価値観等さまざまな人が共存して、幸せに…

国内外の観光客が増えて、賑わうまち

神楽や毛利元就など、市の歴史・文化を大切にするまち

高齢者が住み慣れた地域で、最後まで安心して暮らせるまち

わからない

女性が活躍できて、子育てがしやすいまち

デジタル系の企業で働くことが出来るまち

その他

●高校生（市外通学）アンケート調査結果 （６）学生が望む市の未来
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・「公共交通を利用した広島市への移動利便性が確保されたまち」と回答する学生が最も多いです。

問：あなたは安芸高田市が将来どんなまちになっていれば、住みたいと思えるか、教えてください。【〇は３つ】

N=26
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